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●河合町を中心に撮影された写真

●自作の未発表作品

●デジタルデータに限ります。

●複数点の応募も可能です。

●タテ・ヨコどちらも可能です。

●詳しくは議会事務局へ
　ご連絡ください。

議会だよりの表紙に
掲載する写真を
募集中 !!
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

●
行
政
一
般
、
財
政
に
関
す
る
事
項

●
消
防
に
関
す
る
事
項

●
教
育
に
関
す
る
事
項

●
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項

議
会
運
営

      

委
員
会

議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会

●
会
期
や
議
案
審
議
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て

協
議
す
る
。

委   
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長

　
　
　

岡
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康
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副
委
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惠
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員

　
　
　

杦
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貴
司
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員

　
　
　

佐
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利
治

委　

  

員

　
　
　

坂
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博
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員

　
　
　

大
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孝
幸

委   
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長

　
　
　

梅
野
美
智
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員

　
　
　

大
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孝
幸
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員

　
　
　

疋
田　

俊
文

改
選
後
の
新
体
制

ひき   た      と し ふ み

疋 田　俊 文　

議　長

●
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、
労
働
、
公
害
そ

の
他
厚
生
一
般
に
関
す
る
事
項

●
農
林
、
商
工
に
関
す
る
事
項

●
上
下
水
道
に
関
す
る
事
項

●
住
宅
に
関
す
る
事
項

●
道
路
、
河
川
、
都
市
計
画
そ
の
他
経
済
建

設
一
般
に
関
す
る
事
項

　

５
月
１２
日
、
令
和
５
年
第
３
回
河
合
町
議
会
臨
時
会
で
選
出
さ
れ

た
正
副
議
長
な
ら
び
に
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
、
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

うめ   の   み   ち   よ
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お
お
に
し

た
か
ゆ
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こ

馬
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惠
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す
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杦
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光
清
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員
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き
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ふ
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疋
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俊
文
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員
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き
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し
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の
り

常
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繁
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員

う
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梅
野
美
智
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員

さ
と
う   

と
し
は
る

佐
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利
治

委
員
長

さ
か
も
と　

ひ
ろ
み
ち

坂
本   

博
道

副
委
員
長

は  

せ
が
わ
し
ん
い
ち

長
谷
川
伸
一

委　

員

お
か
だ　

   

や
す
の
り

岡
田   

康
則

委　

員

す
ぎ
も
と　

た
か
し

杦
本   

貴
司

委　

員

な
か
や
ま    

よ
し
ひ
で

中
山   

義
英

委　

員

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
町
議
会
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
５
年
５
月
１２
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
議
長
な
ら
び
に
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
重
責

を
痛
感
し
、
身
の
引
き
し
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
方
の
信
頼
と
負
託
に
お
応
え
す
る
た
め
、緊
張
感
を
持
っ
て
、

さ
ら
な
る
町
政
の
発
展
と
町
民
皆
さ
ま
方
の
福
祉
の
向
上
、
そ
し
て
、
公
正
か

つ
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
、
全
力
で
職
責
を
全
う
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
河
合
町
議
会
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り
つ

つ
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
身
近
で
親
し
み
の

あ
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染
法
上
の
位
置
づ
け
が
２
類

相
当
か
ら
５
類
へ
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
合
町
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
、

地
域
な
ど
、
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
日
常
を
早
く
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
執
行
部
と
連
携
し
町
政
の
発
展
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
一

人
一
人
に
寄
り
添
い
、
会
話
と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
負
託
に
応
え
る
べ
く
邁
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
就
任
の
あ
い
さ
つ
」

一 般 質 問

1. 全町民参画はどのように？
2. 移動式避難所の活用を !
3.まほろば夢市の発展を !

常盤繁範　議員

1. 町有地売却について

長谷川伸一　議員

1. 高齢者運転免許自主返納支援事業について
2. 自転車用ヘルメットの購入を助成について
3.こども若者議会開催について
4. 土日や休日の議会開催について
5. 議会の録画放映について

佐藤利治　議員

1. 町内教育施設の老朽化

岡田康則　議員

1.行政運営及び行政改革について
2. 検討課題への対応について

中山義英　議員

1.すな丸号について
2. 文化会館まほろばホールについて
3. 加齢性難聴による補聴器購入の助成について

馬場千惠子　議員 6ページ

1. 町政への「住民参画」の現状について
2.学校における新型コロナウイルス感染症への対応について
3.学校の給食費の無償化について

杦本貴司　議員 6ページ

1.不毛田川流域内水対策事業について

大西孝幸　議員 7ページ

1. 旧河合第三小学校跡地利活用事業について

杦本光清　議員 7ページ

1. 森川町長の政治姿勢について
2. 財政問題の現状と認識について

坂本博道　議員 8ページ

1.こども家庭庁設置に伴う本町のこども・子育て支援について
2.子育てシェアサービス導入について
3. 第三小学校跡地へのこども居場所づくりについて
4. 部活動の地域移行について

梅野美智代　議員 8ページ

常盤　繁範
議員

  ときわ            しげ のり

ら
の
、
発
信
・
参
画
実
績
の
周
知
な
ど
も
含

め
て
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 

（
政
策
調
整
課
長
）

　

地
産
地
消
の
拡
大
、
農
業
振
興
、
河
合

町
民
の
交
流
、
買
い
物
困
難
者
へ
新
鮮
な

生
産
物
を
流
通
。「
ま
ほ
ろ
ば
夢
市
」を
基

点
と
し
て
、
様
々
な
問
題
を
解
決
に
向
け

て
発
展
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

  

開
催
頻
度
は
？

  

毎
週
日
曜
日
及
び
春
・
秋
の
産
直
市
、

馬
見
丘
陵
公
園
で
開
催
さ
れ
る
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
・
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
に

て
出
店
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
地
域
活
性
課
長
）

  

参
画
農
家
さ
ん
の
生
産
物
の
提
供
が

週
一
回
、
生
産
物
の
ロ
ス
も
想
定
さ
れ
る
。

対
し
て
、
大
型
ス
ー
パ
ー
撤
退
に
よ
り
、

買
い
物
困
難
者
が
い
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。
販
売
所
の
常
設
や
生
産
物
の
配
達
も

視
野
に
、
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
時
期
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
現
在
、
町
内
の
生
産

者
が
個
別
契
約
に
よ
っ
て
、
契
約
世
帯
へ

直
接
配
達
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い

ま
す
か
。

  

把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
行
政
と
し

て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
を
活
用

す
る
こ
と
も
視
野
に
、
生
産
者
と
購
入
者

を
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

（
地
域
活
性
課
長
）

※
他
に
、「
移
動
式
避
難
所
の
活
用
を
！
」

を
質
問
し
ま
し
た
。

　
「
河
合
町
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
」

が
本
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
全

町
民
参
画
を
前
提
に
、
条
例
制
定
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
例
え
ば
大
字
大
輪
田

の
自
治
会
加
入
率
は
、
60
％
強
。
加
入
者

の
高
齢
化
率
は
50
％
弱
。

　

参
画
を
促
す
た
め
に
は
、
自
治
会
や
各

団
体
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
く
こ
と
と
、

未
加
入
者
へ
の
周
知
も
必
要
で
す
。

  

町
内
の
大
字
・
自
治
会
の
加
入
率
。

こ
の
条
例
の「
町
民
」の
定
義
は
。

  

参
考
値
と
し
て
、
令
和
二
年
度
の
加

入
率
は
84
％
で
す
。

　

本
条
例
の「
町
民
」は
、
河
合
町
民
の
み

で
は
な
く
、
将
来
的
に
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
町
内
へ

の
就
業
者
、
就
学
者
、
町
内
事
業
者
、
さ

ら
に
は
河
合
町
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
を

含
め
て「
町
民
」と
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
政
策
調
整
課
長
）

  

河
合
町
民
の
方
で
も
、
こ
の
条
例
を

認
知
さ
れ
て
い
な
い
方
が
お
り
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
周
知
を
進
め
て
、
参
画
を
促
し

て
い
き
ま
す
か
。

  

非
常
に
難
し
い
問
題
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
町
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
活
用
や
、
自

治
会
を
通
じ
て
周
知
の
継
続
と
い
っ
た
行
政

主
導
の
み
な
ら
ず
、
河
合
町
住
民
の
方
々
か

答答 問問

答 答問 問

全
町
民
参
画
は
ど
の
よ
う
に
？

ま
ほ
ろ
ば
夢
市
の
発
展
を
！

3. 国保問題について
4. 継続課題について

通告書
事項

3ページ

4ページ

4ページ

5ページ

5ページ
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

●
行
政
一
般
、
財
政
に
関
す
る
事
項

●
消
防
に
関
す
る
事
項

●
教
育
に
関
す
る
事
項

●
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項

議
会
運
営

      

委
員
会

議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会

●
会
期
や
議
案
審
議
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て

協
議
す
る
。

委   

員   

長

　
　
　

岡
田　

康
則

副
委
員
長馬

場
千
惠
子

委　

  

員

　
　
　

杦
本　

貴
司

委　

  

員

　
　
　

佐
藤　

利
治

委　

  

員

　
　
　

坂
本　

博
道

委　

  

員

　
　
　

大
西　

孝
幸

委   

員   

長

　
　
　

梅
野
美
智
代

副
委
員
長

　
　
　

岡
田　

康
則

委　

  

員

　
　

佐
藤　

利
治

委　

  

員

　
　
　

大
西　

孝
幸

委　

  

員

　
　
　

疋
田　

俊
文

改
選
後
の
新
体
制

ひき   た      と し ふ み

疋 田　俊 文　

議　長

●
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、
労
働
、
公
害
そ

の
他
厚
生
一
般
に
関
す
る
事
項

●
農
林
、
商
工
に
関
す
る
事
項

●
上
下
水
道
に
関
す
る
事
項

●
住
宅
に
関
す
る
事
項

●
道
路
、
河
川
、
都
市
計
画
そ
の
他
経
済
建

設
一
般
に
関
す
る
事
項

　

５
月
１２
日
、
令
和
５
年
第
３
回
河
合
町
議
会
臨
時
会
で
選
出
さ
れ

た
正
副
議
長
な
ら
び
に
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
、
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

うめ   の   み   ち   よ

梅 野 美智代

副議長

お
お
に
し

た
か
ゆ
き

大
西   

孝
幸

委
員
長

ば   

ば  

ち   

え  

こ

馬
場
千
惠
子

副
委
員
長

す
ぎ
も
と　

み
つ
き
よ

杦
本   

光
清

委　

員

ひ
き
た

と
し
ふ
み

疋
田   

俊
文

委　

員

と
き
わ      

し
げ
の
り

常
盤   

繁
範

委　

員

う
め   

の   

み   

ち  

よ

梅
野
美
智
代

委　

員

さ
と
う   

と
し
は
る

佐
藤   

利
治

委
員
長

さ
か
も
と　

ひ
ろ
み
ち

坂
本   

博
道

副
委
員
長

は  

せ
が
わ
し
ん
い
ち

長
谷
川
伸
一

委　

員

お
か
だ　

   

や
す
の
り

岡
田   

康
則

委　

員

す
ぎ
も
と　

た
か
し

杦
本   

貴
司

委　

員

な
か
や
ま    

よ
し
ひ
で

中
山   

義
英

委　

員

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
町
議
会
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
５
年
５
月
１２
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
議
長
な
ら
び
に
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
重
責

を
痛
感
し
、
身
の
引
き
し
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
方
の
信
頼
と
負
託
に
お
応
え
す
る
た
め
、緊
張
感
を
持
っ
て
、

さ
ら
な
る
町
政
の
発
展
と
町
民
皆
さ
ま
方
の
福
祉
の
向
上
、
そ
し
て
、
公
正
か

つ
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
、
全
力
で
職
責
を
全
う
す
る
覚
悟
で
あ
る
と
と
も

に
、こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
河
合
町
議
会
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り
つ
つ
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
身
近
で
親
し
み
の
あ
る

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染
法
上
の
位
置
づ
け
が
２
類

相
当
か
ら
５
類
へ
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
合
町
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
、

地
域
な
ど
、
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
日
常
を
早
く
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
執
行
部
と
連
携
し
町
政
の
発
展
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
一

人
一
人
に
寄
り
添
い
、
会
話
と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
負
託
に
応
え
る
べ
く
邁
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
就
任
の
あ
い
さ
つ
」

一 般 質 問

1. 全町民参画はどのように？
2. 移動式避難所の活用を !
3.まほろば夢市の発展を !

常盤繁範　議員

1. 町有地売却について

長谷川伸一　議員

1. 高齢者運転免許自主返納支援事業について
2. 自転車用ヘルメットの購入を助成について
3.こども若者議会開催について
4. 土日や休日の議会開催について
5. 議会の録画放映について

佐藤利治　議員

1. 町内教育施設の老朽化

岡田康則　議員

1.行政運営及び行政改革について
2. 検討課題への対応について

中山義英　議員

1.すな丸号について
2. 文化会館まほろばホールについて
3. 加齢性難聴による補聴器購入の助成について

馬場千惠子　議員 6ページ

1. 町政への「住民参画」の現状について
2.学校における新型コロナウイルス感染症への対応について
3.学校の給食費の無償化について

杦本貴司　議員 6ページ

1.不毛田川流域内水対策事業について

大西孝幸　議員 7ページ

1. 旧河合第三小学校跡地利活用事業について

杦本光清　議員 7ページ

1. 森川町長の政治姿勢について
2. 財政問題の現状と認識について

坂本博道　議員 8ページ

1.こども家庭庁設置に伴う本町のこども・子育て支援について
2.子育てシェアサービス導入について
3. 第三小学校跡地へのこども居場所づくりについて
4. 部活動の地域移行について

梅野美智代　議員 8ページ

常盤　繁範
議員

  ときわ            しげ のり

ら
の
、
発
信
・
参
画
実
績
の
周
知
な
ど
も
含

め
て
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 

（
政
策
調
整
課
長
）

　

地
産
地
消
の
拡
大
、
農
業
振
興
、
河
合

町
民
の
交
流
、
買
い
物
困
難
者
へ
新
鮮
な

生
産
物
を
流
通
。「
ま
ほ
ろ
ば
夢
市
」を
基

点
と
し
て
、
様
々
な
問
題
を
解
決
に
向
け

て
発
展
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

  

開
催
頻
度
は
？

  

毎
週
日
曜
日
及
び
春
・
秋
の
産
直
市
、

馬
見
丘
陵
公
園
で
開
催
さ
れ
る
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
・
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
に

て
出
店
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
地
域
活
性
課
長
）

  

参
画
農
家
さ
ん
の
生
産
物
の
提
供
が

週
一
回
、
生
産
物
の
ロ
ス
も
想
定
さ
れ
る
。

対
し
て
、
大
型
ス
ー
パ
ー
撤
退
に
よ
り
、

買
い
物
困
難
者
が
い
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。
販
売
所
の
常
設
や
生
産
物
の
配
達
も

視
野
に
、
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
時
期
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
現
在
、
町
内
の
生
産

者
が
個
別
契
約
に
よ
っ
て
、
契
約
世
帯
へ

直
接
配
達
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い

ま
す
か
。

  

把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
行
政
と
し

て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
を
活
用

す
る
こ
と
も
視
野
に
、
生
産
者
と
購
入
者

を
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

（
地
域
活
性
課
長
）

※
他
に
、「
移
動
式
避
難
所
の
活
用
を
！
」

を
質
問
し
ま
し
た
。

　
「
河
合
町
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
」

が
本
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
全

町
民
参
画
を
前
提
に
、
条
例
制
定
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
例
え
ば
大
字
大
輪
田

の
自
治
会
加
入
率
は
、
60
％
強
。
加
入
者

の
高
齢
化
率
は
50
％
弱
。

　

参
画
を
促
す
た
め
に
は
、
自
治
会
や
各

団
体
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
く
こ
と
と
、

未
加
入
者
へ
の
周
知
も
必
要
で
す
。

  

町
内
の
大
字
・
自
治
会
の
加
入
率
。

こ
の
条
例
の「
町
民
」の
定
義
は
。

  

参
考
値
と
し
て
、
令
和
二
年
度
の
加

入
率
は
84
％
で
す
。

　

本
条
例
の「
町
民
」は
、
河
合
町
民
の
み

で
は
な
く
、
将
来
的
に
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
町
内
へ

の
就
業
者
、
就
学
者
、
町
内
事
業
者
、
さ

ら
に
は
河
合
町
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
を

含
め
て「
町
民
」と
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
政
策
調
整
課
長
）

  

河
合
町
民
の
方
で
も
、
こ
の
条
例
を

認
知
さ
れ
て
い
な
い
方
が
お
り
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
周
知
を
進
め
て
、
参
画
を
促
し

て
い
き
ま
す
か
。

  

非
常
に
難
し
い
問
題
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
町
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
活
用
や
、
自

治
会
を
通
じ
て
周
知
の
継
続
と
い
っ
た
行
政

主
導
の
み
な
ら
ず
、
河
合
町
住
民
の
方
々
か

答答 問問

答 答問 問

全
町
民
参
画
は
ど
の
よ
う
に
？

ま
ほ
ろ
ば
夢
市
の
発
展
を
！

3. 国保問題について
4. 継続課題について

通告書
事項

3ページ

4ページ

4ページ

5ページ
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･
令
和
元
年
か
ら
の
４
年
間
で
、
町
有
地

売
却
の
実
績
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

･
未
利
用
土
地
の
分
類
と
基
準
に
つ
い

て
、
今
ま
で
に
基
準
を
改
定
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。
改
定
す
る
場
合
、
町

有
財
産
等
売
却
処
分
審
査
委
員
会
に
諮

問
し
な
い
で
町
有
地
を
売
却
し
た
事
例

は
あ
り
ま
す
か
。

･
令
和
４
年
度
に
一
件
売
却
の
み
で
す
。

･
未
利
用
土
地
の
利
活
用
に
か
か
る
方
針

に
基
づ
き
土
地
有
効
活
用
検
討
会（
副

町
長
、
教
育
長
、
部
長
等
）で
審
議
し

て
改
定
し
た
。

･
町
有
地
の
売
却
に
つ
い
て
は
、「
町
有
財

産
等
売
却
処
分
審
査
委
員
会
」に
諮
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
取
扱
方

針
に
よ
り
諮
ら
ず
売
却
す
る
場
合
が
あ

る
。 

（
管
財
課
長
）

･
４
年
度
売
却
の
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

･
売
地
の
公
簿
面
積
は
８
４
８
㎡
で
す

が
、
実
際
の
面
積
が
小
さ
く
な
っ
て
い

る
が
、
測
量
の
結
果
と
理
解
し
て
よ
い

の
で
す
か
。
平
成
26
年
当
時
、
こ
の
土

地
は「
長
期
的
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
将
来
の
活
用
に
備
え
保
有
継
続
す
る

こ
と
が
適
当
と
判
断
」し
て
い
た
の
に

「
売
却
処
分
す
る
こ
と
」に
し
た
の
は
い

つ
で
す
か
。
土
地
有
効
活
用
検
討
会
で

売
却
を
決
め
た
よ
う
で
す
が
、
土
地
有

効
活
用
検
討
会
の
要
綱
も
あ
り
ま
せ

ん
。
売
却
と
な
る
規
定
、
規
則
、
条
例

的
な
担
保
と
な
る
よ
う
な
根
拠
は
何
で

す
か
。

･
土
地
の
活
用
、
貸
出
し
を
も
っ
と
積
極

的
に
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。
今

後
の
取
り
組
み
を
教
え
て
下
さ
い
。

･
売
却
額
は
７
２
３
万
円
で
す
。
実
測
及

び
埋
設
管
等
管
理
が
必
要
な
部
分
を
分

筆
し
た
結
果
、
面
積
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
事
業
活
用
が
見
込
め
な
い

た
め
、
町
有
未
利
用
土
地
売
却
処
分
事

務
処
理
要
領
に
基
づ
き
売
却
を
決
め
ま

し
た
。 

（
管
財
課
長
）

･
今
後
は
担
当
部
局
で
土
地
売
却
に
つ
い

て
し
っ
か
り
し
た
体
制
づ
く
り
、
不
動

産
鑑
定
を
入
れ
て
土
地
の
価
格
を
決
め

て
い
き
ま
す
。
用
途
の
変
更
に
つ
い
て
、

審
議
会
で
検
討
し
て
行
く
と
い
う
の
が

大
前
提
で
す
。
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

そ
の
整
備
状
況
も
ふ
ま
え
て
売
却
価
格

な
ど
計
画
を
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
町
部
局
だ
け
で
決
め
て
い
く

事
を
出
来
る
だ
け
避
け
、
色
々
な
方
の

意
見
も
聞
き
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
考
え
て
い
き
ま
す
。 

（
町
長
）

※
河
合
幼
稚
園
、
西
穴
闇
保
育
所
と
西
大

和
配
水
池
跡
地
等
の
売
却
に
向
け
て
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し

た
。

答

答

問問

政
に
提
案
し
、
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
み
ん

な
の
力
で
素
晴
ら
し
く
し
て
い
く
機
会
に
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
学
校
と
協
議
し
て
来
年
度

開
催
を
目
標
に
調
整
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
）

  

住
民
が
1
人
で
も
多
く
議
会
の
傍
聴
、
参

画
出
来
る
よ
う
休
日
開
催
を
年
一
度
で
も
行
い

ま
せ
ん
か
。

  

会
議
日
程
の
決
定
は
、
議
会
が
所
管
す
る

内
容
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
で
ご
検
討
を
頂

き
、
そ
の
方
針
が
確
定
さ
れ
た
場
合
に
は
理
事

者
側
と
し
て
協
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

（
総
務
部
次
長
）

  

本
年
9
月
か
ら
予
定
の
放
映
が
、
上
手
く

進
め
ば
、
委
員
会
や
予
算
等
の
特
別
委
員
会
で

も
進
め
て
行
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
如
何
で
す

か
。

  

本
年
４
月
に
施
行
し
た「
ま
ち
づ
く
り
自
治

基
本
条
例
」に
お
い
て
も
、
町
民
が
必
要
と
す

る
情
報
を
効
果
的
に
提
供
す
る
と
い
っ
た
内
容

が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
議
会
の

内
容
に
つ
い
て
も
広
く
発
信
す
る
こ
と
は
重
要

で
す
。
ま
ず
は
本
会
議
の
録
画
放
映
を
進
め
て

頂
い
た
上
で
、
課
題
を
整
理
し
、
そ
の
拡
充
を

検
討
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

録
画
放
映
に
つ
い
て
は
住
民
の
皆
さ
ま
に
議

会
の
活
動
、
ま
た
行
政
の
中
身
や
進
め
方
を
お

知
ら
せ
で
き
る
良
い
施
策
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
9
月
定
例
会
を
目
指
し
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
町
長
・
総
務
部
次
長
）

  

事
業
の
進
展
を
教
え
て
下
さ
い
。
ま
た
返

納
後
に
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
運
転

免
許
経
歴
書
の
お
知
ら
せ
は
S
N
S
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
行
っ
て
い
る
と
お
伺
い
し
ま
し
た

が
、ま
だ
ツ
ー
ル
を
お
持
ち
で
な
い
方
、紙
ベ
ー

ス
で
欲
し
い
方
へ
の
対
応
は
ど
の
様
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
か
。

  

本
年
5
月
か
ら
事
業
を
実
施
、
交
通
手
段

の
一
環
と
し
て
3
0
0
0
円
分
の
I
C
O
C
A

カ
ー
ド
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。
5
月
30
日
現

在
で
84
名
の
方
へ
交
付
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

免
許
経
歴
証
明
書
の
取
得
に
伴
い
様
々
な
割
引

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る「
高
齢
者
交
通
安
全

支
援
事
業
所
」の
周
知
に
つ
い
て
の
広
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
申

請
に
来
ら
れ
た
方
全
て
に
ご
紹
介
ま
た
希
望
者

へ
は
紙
ベ
ー
ス
で
配
布
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。　
　
　

  

（
安
心
安
全
推
進
課
長
）

  

こ
ど
も
基
本
法
が
昨
年
6
月
に
成
立
し
、

本
年
4
月
に
は
子
ど
も
庁
が
発
足
致
し
ま
し

た
。
基
本
法
で
は
社
会
参
画
の
機
会
確
保
や
子

ど
も
の
意
見
尊
重
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
意
見
を
表
明
し
、

政
策
に
反
映
さ
れ
る
経
験
は
貴
重
で
あ
り
、
政

治
参
加
の
意
識
を
育
む
素
晴
ら
し
い
機
会
に
成

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

  

平
成
17
年
度
で
中
止
に
成
っ
て
居
り
ま
す
。

大
人
が
気
付
か
な
い
視
点
や
柔
軟
な
発
想
で
行

答答 問問

答 問答 問

町
有
地
売
却
に
つ
い
て

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
事
業
に
つ
い
て

こ
ど
も
若
者
議
会
開
催
に
つ
い
て

議
会
開
催
を
休
日
に

議
会
の
録
画
放
映
に
つ
い
て

長谷川　伸一
議員

は    せ   がわ         しん いち

佐藤　利治
議員

さ  とう         とし  はる

と
か
ら
目
標
時
期
は
不
透
明
で
あ
り
ま
す

が
、
検
証
結
果
に
基
づ
き
早
期
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

（
町
長
）

  

土
地
の
評
価
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

  

約
7
1
6
0
万
円
で
す
。 

（
管
財
課
）

  

跡
地
に
杭
は
何
本
入
っ
て
い
ま
す
か
。

  

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
基
礎
杭
が
約

6
0
0
本
で
す
。 

（
管
財
課
）

  

コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
は
、
法
律
上
「
産
業

廃
棄
物
」
に
な
り
ま
す
。
買
い
手
か
ら
杭
の

撤
去
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
、
撤
去
費
用
は

ど
れ
位
か
か
り
ま
す
か
。

  

1
本
あ
た
り
15
〜
20
万
円
で
す
。

 

（
管
財
課
）

  

全
て
の
杭
の
撤
去
費
用
に
は
、
約
1
億

2
0
0
0
万
円
か
か
り
ま
す
。
町
が
「
観
光
」

に
力
を
入
れ
る
考
え
が
あ
る
な
ら
、
町
主
体

で
跡
地
に
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
含
ん
だ
宿
泊
施

設
を
建
て
れ
ば
、
観
光
客
以
外
に
町
民
も
利

用
で
き
ま
す
。
又
、
河
合
町
の
土
地
に
河
合

町
が
建
物
を
建
て
る
た
め
、
杭
の
撤
去
費
用

約
1
億
2
0
0
0
万
円
が
不
用
に
な
り
ま

す
。
進
め
方
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

民
間
主
導
で
行
う
P
F
I
（
設
計
か
ら
建
設
・

維
持
管
理
・
運
営
に
関
し
て
、
民
間
の
資
金

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
手
法
）
を
活
用
す

る
の
も
１
つ
の
や
り
方
と
考
え
ま
す
。
町
長

は
、「
西
大
和
配
水
池
跡
地
」
に
、
宿
泊
施

設
の
建
設
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

  

杭
が
あ
る
の
で
売
買
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。
今
後
は
、
民
間
活
力
の
導
入
も
含
め
、

色
ん
な
角
度
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。 

（
町
長
）

　
　  

町
長
は
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
を
目
指

し
、
何
に
重
点
を
置
い
た
行
政
運
営
を
考
え

て
い
ま
す
か
。

  

経
営
感
覚
を
第
一
に
、
行
政
運
営
の
当

た
り
前
を
見
直
し
、
財
政
再
建
・
子
育
て
環

境
の
整
備
、
教
育
環
境
の
充
実
、
高
齢
者
の

移
動
手
段
確
保
な
ど
の
政
策
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
人
口
減
少
対
策
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。 

（
町
長
）

  

行
政
改
革
は
何
に
重
点
を
置
い
た
取
組

み
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

  

収
入
を
増
や
す
事
と
支
出
を
減
ら
す
事

に
取
組
み
ま
す
。
又
、
収
入
を
増
や
す
取
組

み
と
し
て
、
人
口
減
少
対
策
や
企
業
誘
致
に

よ
る
税
収
の
増
加
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
町
長
）

  

近
年
、
自
治
体
を
取
巻
く
環
境
の
変
化

に
対
し
て
、
民
間
の
活
力
を
導
入
す
る
自
治

体
が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
河
合
町

に
お
い
て
も
民
間
活
力
（
P
F
I
や
指
定
管

理
者
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
）
を
導
入
し

て
い
く
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

  

民
間
活
力
の
導
入
は
、
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
町
長
）

  

内
水
対
策
事
業
及
び
旧
第
三
小
学
校
の

利
活
用
事
業
は
、
い
つ
ま
で
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
か
。

  

内
水
対
策
事
業
は
令
和
9
年
3
月
末
で

す
。
旧
第
三
小
学
校
の
利
活
用
事
業
は
令
和

7
年
度
中
の
完
成
を
目
標
と
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
事
業
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
こ

た
。
今
年
度
に
、
高
所
作
業
車
を
用
い
て
、

外
壁
の
一
部
の
補
修
を
夏
休
み
に
、
計
画

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

二
小
旧
プ
ー
ル
の
除
去
や
一
小
及
び
各

中
学
校
の
雨
漏
り
な
ど
、
学
校
施
設
は
将

来
を
担
う
子
供
た
ち
の
学
習
・
生
活
の
場

で
あ
り
、
子
供
達
を
守
る
た
め
に
、
計
画

的
で
効
果
的
な
長
寿
命
化
対
策
と
と
も

に
、
維
持
管
理
を
行
い
、
安
全
性
・
機
能

性
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

（
教
育
総
務
課
）

  

岡
田
議
員
質
問
の
、
危
険
な
箇
所
な

ど
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
各
学
校
施
設

の
総
点
検
を
考
え
て
い
ま
す
。
他
の
公
共

施
設
も
全
て
補
修
を
さ
れ
ず
に
今
ま
で
き

て
い
ま
す
。
６
月
議
会
が
終
わ
れ
ば
、
各

施
設
、
特
に
学
校
施
設
を
視
察
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
二
小
の
旧
プ
ー
ル
、
こ
れ
は

私
が
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
こ
の
プ
ー
ル

を
撤
去
す
る
と
い
う
方
向
性
を
出
し
て
い

ま
す
。
各
施
設
の
雨
漏
り
、
ま
た
、
老
朽

化
と
い
う
施
設
が
数
多
く
有
り
、
何
と
か

順
序
を
つ
け
て
対
応
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

二
中
の
外
壁
に
つ
い
て
も
早
急
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
は
っ
き
り
し
た

計
画
を
お
示
し
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す

が
、
計
画
的
に
前
向
き
に
対
処
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 
（
町
長
）

中山　義英
議員

なか やま        よし ひで

答答答答 問問問問

答 問答 問答 問問答

答

行
政
運
営
及
び
行
政
改
革
に
つ
い
て

「
西
大
和
配
水
池
跡
地
」の
売
却
に
関
し
て

  

過
去
か
ら
の
私
の
シ
リ
ー
ズ
で
の
学

校
施
設
に
つ
い
て
、
単
刀
直
入
に
森
川
町

長
に
お
聞
き
し
ま
す
。
外
壁
の
劣
化
著
し

い
一
中
・
二
中
の
改
修
と
雨
漏
り
補
修
・

二
小
旧
プ
ー
ル
除
去
を
町
に
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

　

所
信
表
明
か
ら
、
今
回
の
質
問
に
関
す

る
箇
所
を
抜
粋
し
ま
す
と
、
財
政
再
建
と

教
育
環
境
の
充
実
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
は

終
わ
り
ま
し
た
が
建
築
以
降
、
年
数
が

た
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
老
朽
化
が

著
し
い
校
舎
施
設
等
々
を
国
・
県
の
補
助

金
を
活
用
し
て
充
実
を
図
る
と
の
所
信
表

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
の
教
育
を
充
実
し
ま
す
と
、
他
町
他

市
か
ら
の
流
入
が
望
め
ま
す
。
町
政
に
も

寄
与
し
ま
す
。
厳
し
い
財
政
も
上
向
く
と
、

町
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、
子
供
た
ち
の
元
気

な
歓
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
就
任
さ
れ

て
早
々
で
す
が
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

  

学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二

中
学
校
の
外
壁
劣
化
に
よ
り
、
早
急
に
改

修
が
必
要
と
の
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し

問答

岡田　康則
議員

おか   だ          やす のり

各
中
学
校
外
壁
、旧
プ
ー
ル
に
つ
い
て
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･
令
和
元
年
か
ら
の
４
年
間
で
、
町
有
地

売
却
の
実
績
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

･
未
利
用
土
地
の
分
類
と
基
準
に
つ
い

て
、
今
ま
で
に
基
準
を
改
定
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。
改
定
す
る
場
合
、
町

有
財
産
等
売
却
処
分
審
査
委
員
会
に
諮

問
し
な
い
で
町
有
地
を
売
却
し
た
事
例

は
あ
り
ま
す
か
。

･
令
和
４
年
度
に
一
件
売
却
の
み
で
す
。

･
未
利
用
土
地
の
利
活
用
に
か
か
る
方
針

に
基
づ
き
土
地
有
効
活
用
検
討
会（
副

町
長
、
教
育
長
、
部
長
等
）で
審
議
し

て
改
定
し
た
。

･
町
有
地
の
売
却
に
つ
い
て
は
、「
町
有
財

産
等
売
却
処
分
審
査
委
員
会
」に
諮
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
取
扱
方

針
に
よ
り
諮
ら
ず
売
却
す
る
場
合
が
あ

る
。 

（
管
財
課
長
）

･
４
年
度
売
却
の
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

･
売
地
の
公
簿
面
積
は
８
４
８
㎡
で
す

が
、
実
際
の
面
積
が
小
さ
く
な
っ
て
い

る
が
、
測
量
の
結
果
と
理
解
し
て
よ
い

の
で
す
か
。
平
成
26
年
当
時
、
こ
の
土

地
は「
長
期
的
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
将
来
の
活
用
に
備
え
保
有
継
続
す
る

こ
と
が
適
当
と
判
断
」し
て
い
た
の
に

「
売
却
処
分
す
る
こ
と
」に
し
た
の
は
い

つ
で
す
か
。
土
地
有
効
活
用
検
討
会
で

売
却
を
決
め
た
よ
う
で
す
が
、
土
地
有

効
活
用
検
討
会
の
要
綱
も
あ
り
ま
せ

ん
。
売
却
と
な
る
規
定
、
規
則
、
条
例

的
な
担
保
と
な
る
よ
う
な
根
拠
は
何
で

す
か
。

･
土
地
の
活
用
、
貸
出
し
を
も
っ
と
積
極

的
に
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。
今

後
の
取
り
組
み
を
教
え
て
下
さ
い
。

･
売
却
額
は
７
２
３
万
円
で
す
。
実
測
及

び
埋
設
管
等
管
理
が
必
要
な
部
分
を
分

筆
し
た
結
果
、
面
積
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
事
業
活
用
が
見
込
め
な
い

た
め
、
町
有
未
利
用
土
地
売
却
処
分
事

務
処
理
要
領
に
基
づ
き
売
却
を
決
め
ま

し
た
。 

（
管
財
課
長
）

･
今
後
は
担
当
部
局
で
土
地
売
却
に
つ
い

て
し
っ
か
り
し
た
体
制
づ
く
り
、
不
動

産
鑑
定
を
入
れ
て
土
地
の
価
格
を
決
め

て
い
き
ま
す
。
用
途
の
変
更
に
つ
い
て
、

審
議
会
で
検
討
し
て
行
く
と
い
う
の
が

大
前
提
で
す
。
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

そ
の
整
備
状
況
も
ふ
ま
え
て
売
却
価
格

な
ど
計
画
を
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
町
部
局
だ
け
で
決
め
て
い
く

事
を
出
来
る
だ
け
避
け
、
色
々
な
方
の

意
見
も
聞
き
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
考
え
て
い
き
ま
す
。 

（
町
長
）

※
河
合
幼
稚
園
、
西
穴
闇
保
育
所
と
西
大

和
配
水
池
跡
地
等
の
売
却
に
向
け
て
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し

た
。

答

答

問問

政
に
提
案
し
、
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
み
ん

な
の
力
で
素
晴
ら
し
く
し
て
い
く
機
会
に
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
学
校
と
協
議
し
て
来
年
度

開
催
を
目
標
に
調
整
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
）

  

住
民
が
1
人
で
も
多
く
議
会
の
傍
聴
、
参

画
出
来
る
よ
う
休
日
開
催
を
年
一
度
で
も
行
い

ま
せ
ん
か
。

  

会
議
日
程
の
決
定
は
、
議
会
が
所
管
す
る

内
容
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
で
ご
検
討
を
頂

き
、
そ
の
方
針
が
確
定
さ
れ
た
場
合
に
は
理
事

者
側
と
し
て
協
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

（
総
務
部
次
長
）

  

本
年
9
月
か
ら
予
定
の
放
映
が
、
上
手
く

進
め
ば
、
委
員
会
や
予
算
等
の
特
別
委
員
会
で

も
進
め
て
行
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
如
何
で
す

か
。

  

本
年
４
月
に
施
行
し
た「
ま
ち
づ
く
り
自
治

基
本
条
例
」に
お
い
て
も
、
町
民
が
必
要
と
す

る
情
報
を
効
果
的
に
提
供
す
る
と
い
っ
た
内
容

が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
議
会
の

内
容
に
つ
い
て
も
広
く
発
信
す
る
こ
と
は
重
要

で
す
。
ま
ず
は
本
会
議
の
録
画
放
映
を
進
め
て

頂
い
た
上
で
、
課
題
を
整
理
し
、
そ
の
拡
充
を

検
討
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

録
画
放
映
に
つ
い
て
は
住
民
の
皆
さ
ま
に
議

会
の
活
動
、
ま
た
行
政
の
中
身
や
進
め
方
を
お

知
ら
せ
で
き
る
良
い
施
策
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
9
月
定
例
会
を
目
指
し
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
町
長
・
総
務
部
次
長
）

  

事
業
の
進
展
を
教
え
て
下
さ
い
。
ま
た
返

納
後
に
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
運
転

免
許
経
歴
書
の
お
知
ら
せ
は
S
N
S
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
行
っ
て
い
る
と
お
伺
い
し
ま
し
た

が
、ま
だ
ツ
ー
ル
を
お
持
ち
で
な
い
方
、紙
ベ
ー

ス
で
欲
し
い
方
へ
の
対
応
は
ど
の
様
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
か
。

  

本
年
5
月
か
ら
事
業
を
実
施
、
交
通
手
段

の
一
環
と
し
て
3
0
0
0
円
分
の
I
C
O
C
A

カ
ー
ド
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。
5
月
30
日
現

在
で
84
名
の
方
へ
交
付
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

免
許
経
歴
証
明
書
の
取
得
に
伴
い
様
々
な
割
引

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る「
高
齢
者
交
通
安
全

支
援
事
業
所
」の
周
知
に
つ
い
て
の
広
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
申

請
に
来
ら
れ
た
方
全
て
に
ご
紹
介
ま
た
希
望
者

へ
は
紙
ベ
ー
ス
で
配
布
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。　
　
　

  

（
安
心
安
全
推
進
課
長
）

  

こ
ど
も
基
本
法
が
昨
年
6
月
に
成
立
し
、

本
年
4
月
に
は
子
ど
も
庁
が
発
足
致
し
ま
し

た
。
基
本
法
で
は
社
会
参
画
の
機
会
確
保
や
子

ど
も
の
意
見
尊
重
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
意
見
を
表
明
し
、

政
策
に
反
映
さ
れ
る
経
験
は
貴
重
で
あ
り
、
政

治
参
加
の
意
識
を
育
む
素
晴
ら
し
い
機
会
に
成

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

  

平
成
17
年
度
で
中
止
に
成
っ
て
居
り
ま
す
。

大
人
が
気
付
か
な
い
視
点
や
柔
軟
な
発
想
で
行

答答 問問

答 問答 問

町
有
地
売
却
に
つ
い
て

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
事
業
に
つ
い
て

こ
ど
も
若
者
議
会
開
催
に
つ
い
て

議
会
開
催
を
休
日
に

議
会
の
録
画
放
映
に
つ
い
て

長谷川　伸一
議員

は    せ   がわ         しん いち

佐藤　利治
議員

さ  とう         とし  はる

と
か
ら
目
標
時
期
は
不
透
明
で
あ
り
ま
す

が
、
検
証
結
果
に
基
づ
き
早
期
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

（
町
長
）

  

土
地
の
評
価
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

  

約
7
1
6
0
万
円
で
す
。 

（
管
財
課
）

  

跡
地
に
杭
は
何
本
入
っ
て
い
ま
す
か
。

  

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
基
礎
杭
が
約

6
0
0
本
で
す
。 

（
管
財
課
）

  

コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
は
、
法
律
上
「
産
業

廃
棄
物
」
に
な
り
ま
す
。
買
い
手
か
ら
杭
の

撤
去
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
、
撤
去
費
用
は

ど
れ
位
か
か
り
ま
す
か
。

  

1
本
あ
た
り
15
〜
20
万
円
で
す
。

 

（
管
財
課
）

  

全
て
の
杭
の
撤
去
費
用
に
は
、
約
1
億

2
0
0
0
万
円
か
か
り
ま
す
。
町
が
「
観
光
」

に
力
を
入
れ
る
考
え
が
あ
る
な
ら
、
町
主
体

で
跡
地
に
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
含
ん
だ
宿
泊
施

設
を
建
て
れ
ば
、
観
光
客
以
外
に
町
民
も
利

用
で
き
ま
す
。
又
、
河
合
町
の
土
地
に
河
合

町
が
建
物
を
建
て
る
た
め
、
杭
の
撤
去
費
用

約
1
億
2
0
0
0
万
円
が
不
用
に
な
り
ま

す
。
進
め
方
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

民
間
主
導
で
行
う
P
F
I
（
設
計
か
ら
建
設
・

維
持
管
理
・
運
営
に
関
し
て
、
民
間
の
資
金

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
手
法
）
を
活
用
す

る
の
も
１
つ
の
や
り
方
と
考
え
ま
す
。
町
長

は
、「
西
大
和
配
水
池
跡
地
」
に
、
宿
泊
施

設
の
建
設
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

  

杭
が
あ
る
の
で
売
買
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。
今
後
は
、
民
間
活
力
の
導
入
も
含
め
、

色
ん
な
角
度
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。 

（
町
長
）

　
　  

町
長
は
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
を
目
指

し
、
何
に
重
点
を
置
い
た
行
政
運
営
を
考
え

て
い
ま
す
か
。

  

経
営
感
覚
を
第
一
に
、
行
政
運
営
の
当

た
り
前
を
見
直
し
、
財
政
再
建
・
子
育
て
環

境
の
整
備
、
教
育
環
境
の
充
実
、
高
齢
者
の

移
動
手
段
確
保
な
ど
の
政
策
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
人
口
減
少
対
策
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。 

（
町
長
）

  

行
政
改
革
は
何
に
重
点
を
置
い
た
取
組

み
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

  

収
入
を
増
や
す
事
と
支
出
を
減
ら
す
事

に
取
組
み
ま
す
。
又
、
収
入
を
増
や
す
取
組

み
と
し
て
、
人
口
減
少
対
策
や
企
業
誘
致
に

よ
る
税
収
の
増
加
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
町
長
）

  

近
年
、
自
治
体
を
取
巻
く
環
境
の
変
化

に
対
し
て
、
民
間
の
活
力
を
導
入
す
る
自
治

体
が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
河
合
町

に
お
い
て
も
民
間
活
力
（
P
F
I
や
指
定
管

理
者
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
）
を
導
入
し

て
い
く
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

  

民
間
活
力
の
導
入
は
、
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
町
長
）

  
内
水
対
策
事
業
及
び
旧
第
三
小
学
校
の

利
活
用
事
業
は
、
い
つ
ま
で
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
か
。

  

内
水
対
策
事
業
は
令
和
9
年
3
月
末
で

す
。
旧
第
三
小
学
校
の
利
活
用
事
業
は
令
和

7
年
度
中
の
完
成
を
目
標
と
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
事
業
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
こ

た
。
今
年
度
に
、
高
所
作
業
車
を
用
い
て
、

外
壁
の
一
部
の
補
修
を
夏
休
み
に
、
計
画

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

二
小
旧
プ
ー
ル
の
除
去
や
一
小
及
び
各

中
学
校
の
雨
漏
り
な
ど
、
学
校
施
設
は
将

来
を
担
う
子
供
た
ち
の
学
習
・
生
活
の
場

で
あ
り
、
子
供
達
を
守
る
た
め
に
、
計
画

的
で
効
果
的
な
長
寿
命
化
対
策
と
と
も

に
、
維
持
管
理
を
行
い
、
安
全
性
・
機
能

性
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

（
教
育
総
務
課
）

  

岡
田
議
員
質
問
の
、
危
険
な
箇
所
な

ど
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
各
学
校
施
設

の
総
点
検
を
考
え
て
い
ま
す
。
他
の
公
共

施
設
も
全
て
補
修
を
さ
れ
ず
に
今
ま
で
き

て
い
ま
す
。
６
月
議
会
が
終
わ
れ
ば
、
各

施
設
、
特
に
学
校
施
設
を
視
察
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
二
小
の
旧
プ
ー
ル
、
こ
れ
は

私
が
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
こ
の
プ
ー
ル

を
撤
去
す
る
と
い
う
方
向
性
を
出
し
て
い

ま
す
。
各
施
設
の
雨
漏
り
、
ま
た
、
老
朽

化
と
い
う
施
設
が
数
多
く
有
り
、
何
と
か

順
序
を
つ
け
て
対
応
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

二
中
の
外
壁
に
つ
い
て
も
早
急
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
は
っ
き
り
し
た

計
画
を
お
示
し
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す

が
、
計
画
的
に
前
向
き
に
対
処
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 
（
町
長
）

中山　義英
議員

なか やま        よし ひで

答答答答 問問問問

答 問答 問答 問問答

答

行
政
運
営
及
び
行
政
改
革
に
つ
い
て

「
西
大
和
配
水
池
跡
地
」の
売
却
に
関
し
て

  

過
去
か
ら
の
私
の
シ
リ
ー
ズ
で
の
学

校
施
設
に
つ
い
て
、
単
刀
直
入
に
森
川
町

長
に
お
聞
き
し
ま
す
。
外
壁
の
劣
化
著
し

い
一
中
・
二
中
の
改
修
と
雨
漏
り
補
修
・

二
小
旧
プ
ー
ル
除
去
を
町
に
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

　

所
信
表
明
か
ら
、
今
回
の
質
問
に
関
す

る
箇
所
を
抜
粋
し
ま
す
と
、
財
政
再
建
と

教
育
環
境
の
充
実
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
は

終
わ
り
ま
し
た
が
建
築
以
降
、
年
数
が

た
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
老
朽
化
が

著
し
い
校
舎
施
設
等
々
を
国
・
県
の
補
助

金
を
活
用
し
て
充
実
を
図
る
と
の
所
信
表

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
の
教
育
を
充
実
し
ま
す
と
、
他
町
他

市
か
ら
の
流
入
が
望
め
ま
す
。
町
政
に
も

寄
与
し
ま
す
。
厳
し
い
財
政
も
上
向
く
と
、

町
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、
子
供
た
ち
の
元
気

な
歓
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
就
任
さ
れ

て
早
々
で
す
が
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

  

学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二

中
学
校
の
外
壁
劣
化
に
よ
り
、
早
急
に
改

修
が
必
要
と
の
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し

問答

岡田　康則
議員

おか   だ          やす のり

各
中
学
校
外
壁
、旧
プ
ー
ル
に
つ
い
て
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す
な
丸
号
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の

検
討
委
員
会
の
設
置
を
こ
の
夏
頃
に
と
い

う
事
で
し
た
が
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

ま
た
、
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
も
お
聞
き

い
た
し
ま
す
。

  

検
討
委
員
会
に
つ
い
て
は
６
月
中
に

住
民
代
表
を
公
募
し
、
７
月
開
催
に
向
け

て
準
備
し
て
い
ま
す
。
意
見
交
換
会
で
は

い
ろ
ん
な
人
か
ら
意
見
を
伺
い
、
利
便
性

向
上
の
た
め
に
役
立
て
た
い
。 
（
管
財
課
）

  

公
募
は
ど
の
よ
う
な
形
で
さ
れ
ま
す

か
？
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
構
成
に

つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

  

自
治
会
、
老
人
会
、
利
用
者
、
よ
く

す
る
会
、
議
員
代
表
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
募
に
つ
い
て
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

S
N
S
、
す
な
丸
号
、
出
張
所
な
ど
に
応

募
用
紙
を
置
く
予
定
で
す
。 

（
管
財
課
）

  

検
討
委
員
会
・
意
見
交
換
会
の
役
割

に
つ
い
て

  

「
検
討
委
員
会
」
で
は
「
意
見
交
換
会
」

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
運
行
ル
ー
ト
や
運
行

時
間
、
停
留
所
の
場
所
や
数
な
ど
継
続
し

て
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
内
容
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
「
意
見
交
換
会
」
で
は
す
な
丸
号
の
利

用
者
や
利
用
し
に
く
い
住
民
な
ど
の
ご
意

見
を
広
く
伺
い
検
討
委
員
会
に
反
映
さ
せ

て
開
催
は
２
か
月
に
１
回
、
並
行
し
て
行

う
形
で
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。 
（
管
財
課
）

  

「
文
化
会
館
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で

の
提
言
で
は
継
続
か
廃
止
か
の
結
論
は
出

て
お
ら
ず
、
住
民
の
方
の
意
見
を
集
め
て

検
討
す
る
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
廃
止
で

は
な
く
継
続
と
言
う
こ
と
で
表
明
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
？

  

継
続
し
て
い
く
に
は
様
々
な
取
り
組

み
が
必
要
で
民
間
の
力
や
エ
デ
ン
の
方
と

一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
協
議

会
を
立
ち
上
げ
て
住
民
や
議
員
の
皆
さ
ん

と
議
論
し
進
め
て
行
き
た
い
。 

（
町
長
）

  
廃
止
は
し
な
い
と
受
け
止
め
て
よ
ろ

し
い
で
す
か
？

  

廃
止
と
言
う
の
は
一
番
最
後
の
結
論

で
、
協
議
会
等
で
存
続
の
た
め
の
議
論
を

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
町
長
）
  

加
齢
性
難
聴
は
日
常
生
活
を
不
便
に

し
生
活
の
質
を
落
と
す
だ
け
で
な
く
、
鬱

や
認
知
症
の
原
因
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
下
で
も
助
成
を
し
て
い
る
自

治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
早
急
に
実
施
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
お
考
え
で
す

か
？

  

令
和
６
年
を
め
ど
に
実
施
で
き
る
よ

う
予
算
化
し
て
い
き
ま
す
。 

（
町
長
）

答 問

問問

答 問答 問

杦本　貴司
議員

すぎもと            たかし

る
の
で
あ
れ
ば
、
町
と
し
ま
し
て
も
課
題

解
決
に
向
け
て
、
精
一
杯
努
力
し
、
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。   

（
政
策
調
整
課
）

  

介
護
や
子
育
て
等
の
不
安
を
抱
え
て
お

ら
れ
る
方
が
、
町
の
相
談
窓
口
が
縦
割
り

で
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
ず
、

相
談
を
た
め
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

  

現
在
の
複
雑
多
様
化
す
る
福
祉
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
相
談
窓
口
を
一
元
化

す
る
な
ど
、
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
機
構
改
革
を
含
め
て
検
討
し
ま

す
。 

 

 

        

（
町
長
）

  

学
校
に
お
け
る
５
類
感
染
症
移
行
後

の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

  

現
在
、
各
学
校
の
行
事
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
限
り
コ
ロ
ナ
前
に
戻
す
方
向
で
対

応
し
て
い
ま
す
。　
　
　

  

（
教
育
総
務
課
）

  

学
校
に
お
け
る
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
熱
中
症
等

で
体
調
を
崩
す
子
ど
も
た
ち
が
増
加
し
て

い
る
時
は
、
学
校
の
保
護
者
メ
ー
ル
で
情

報
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

  

今
後
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
緊
急
を
要
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
へ
の
メ
ー
ル
機
能
を
活
用
し
ま
す
。

（
教
育
総
務
課
）

  

河
合
町
、
近
隣
の
町
の
給
食
費
の
負

担
額
及
び
給
食
費
無
償
化
に
必
要
な
予
算

額
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

  

河
合
町
は
、
小
学
校
4
，6
0
0
円
・

中
学
校
4
，9
0
0
円
で
近
隣
の
町
と
比
較

す
る
と
、
充
実
し
た
学
校
給
食
を
提
供
し
て

い
る
た
め
、
負
担
額
は
多
少
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
町
の
給
食
費
の
無
償
化
に
必
要
な
予

算
額
と
し
て
は
、
年
間
約
5
，4
0
0
万
円

と
試
算
し
て
い
ま
す
。　　
（
教
育
総
務
課
）

  

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
現
状
を

お
聞
き
し
ま
す
。

  

町
の
財
源
確
保
も
含
め
て
、
給
食
費

の
無
償
化
に
向
け
て
、
段
階
的
に
取
り
組

み
ま
す
。  

　
　

（
教
育
総
務
課
）

  

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
の
点
検（
危
険

個
所
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
安
全
標
識
）、

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
ま
た
、

高
齢
者
が
買
い
物
の
途
中
に
休
憩
で
き
る

ベ
ン
チ
の
設
置
・
管
理
に
つ
い
て
な
ど
、

住
民
の
方
々
か
ら
行
政
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
声
を
お
聞

き
し
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

  

町
民
の
方
々
が
、
参
画
し
て
く
だ
さ

答 問答答 問問

答 答 問問答 問

す
な
丸
号
に
つ
い
て

文
化
会
館
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
に
よ
る
補
聴
器
購
入

の
助
成
に
つ
い
て

学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

住
民
の
声
の
町
政
へ
の
反
映
に
つ
い
て

答答問答

学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

馬場　千惠子
議員

ば     ば           ち     え    こ

事
を
見
直
す
と
な
れ
ば
事
業
そ
の
も
の
が

中
途
半
端
に
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

  

私
も
施
設
が
同
じ
場
所
に
あ
る
方
が

い
い
と
考
え
て
お
り
、
中
央
公
民
館
の
移

転
に
関
し
て
は
防
災
の
拠
点
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
必
要
と
な
る
既
存
施
設
の
解

体
費
や
第
二
期
工
事
の
整
備
費
を
考
慮
し

て
、
既
存
施
設
の
活
用
に
関
す
る
調
査
な

ど
を
実
施
し
た
上
で
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
町
長
）

  

第
一
期
工
事
が
進
め
ら
れ
約
一
ヶ
月

半
が
経
過
し
ま
す
が
、
工
事
の
進
捗
、
工

事
を
進
め
る
中
で
の
問
題
点
及
び
近
隣
住

民
の
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

  

工
事
の
進
捗
は
、
体
育
館
全
体
の
改

修
と
並
行
し
て
プ
ー
ル
の
解
体
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
次
に
問
題
点
と
し
て
、
社

会
情
勢
の
影
響
に
よ
る
資
材
調
達
の
問
題

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
は
問

題
な
く
進
捗
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣

住
民
の
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
す
が
、

工
事
説
明
会
で
ご
意
見
や
ご
要
望
を
受
け

た
上
で
工
事
を
進
め
て
い
る
こ
と
や
、
常

に
近
隣
住
民
の
方
々
に
配
慮
す
る
こ
と
を

心
が
け
る
な
ど
、
そ
の
よ
う
な
進
め
方
に

よ
り
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
）

  

現
在
第
一
期
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
町
長
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

  

町
立
体
育
館
へ
の
改
修
や
備
蓄
倉
庫

の
整
備
と
な
る
第
一
期
工
事
は
計
画
通

り
、
来
年
4
月
の
運
用
開
始
を
目
指
し
現

在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
次
に
、
今
年

度
に
発
注
予
定
で
あ
る
主
に
文
化
活
動
の

拠
点
整
備
と
な
る
第
二
期
工
事
は
、
そ
の

整
備
の
必
要
性
、
ま
た
利
用
さ
れ
る
方
々

の
思
い
や
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
真

摯
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、

財
政
の
健
全
化
に
お
い
て
更
な
る
効
果
を

生
み
出
せ
る
手
法
が
な
い
か
、
こ
こ
で
一

度
立
ち
止
ま
り
、
中
央
公
民
館
活
用
の
有

効
性
の
検
証
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
検
証
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

（
町
長
）

  

旧
第
三
小
学
校
跡
地
は
、
町
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
公
民
館
の
移
転
だ
け
で

は
な
く
、
町
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た

め
の
高
機
能
な
避
難
所
整
備
と
い
う
側
面

を
合
わ
せ
持
っ
て
い
ま
す
が
、
第
二
期
工

  

も
う
一
度
、
町
長
に
質
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
事
業
、
本
当
に
計
画

ど
お
り
進
む
か
お
答
え
願
え
ま
す
か
。

  

廣
瀬
神
社
を
は
じ
め
市
場
地
区
や
長

楽
地
区
に
て
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

　

不
毛
田
川
流
域
の
内
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
急
務
で
あ
り
確
実
に
実
施
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
及
び
奈
良
県
と
の
河
川
の

境
界
確
定
に
、
不
測
の
時
間
を
要
し
て
お

り
ま
す
が
、
事
業
の
早
期
完
了
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
町
長
）

  

令
和
５
年
３
月
の
初
旬
頃
に
、
地
権

者
の
方
か
ら
現
在
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し

た
の
で
、
私
は
新
年
度
（
５
年
度
）
に
な

れ
ば
徐
々
に
前
に
進
む
の
で
は
な
い
か

と
、
お
伝
え
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
計

画
ど
お
り
進
む
の
で
し
ょ
う
か
。

  

現
時
点
の
進
捗
状
況
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
相
続
登
記
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
土
地
４
筆
に
つ
い
て
、
法
定
相
続
人
が

判
明
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
和
川
及

び
不
毛
田
川
個
人
所
有
地
の
筆
界
の
確
定

作
業
は
、
６
月
中
に
完
了
す
る
見
込
み
で

ご
ざ
い
ま
す
。
面
積
が
確
定
し
た
事
業
用

地
か
ら
順
次
、
補
償
交
渉
を
行
う
予
定
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
関
し
ま
し
て
は
、
現
在
、

設
計
業
務
を
実
施
し
て
お
り
、
概
略
の
検

討
を
終
え
た
時
点
で
地
元
自
治
会
へ
説
明

と
意
向
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
後
、
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
施

設
の
詳
細
を
決
定
し
、
計
画
ど
お
り
令
和

６
年
度
か
ら
施
設
整
備
工
事
に
着
手
す
る

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

問

問

杦本　光清
議員

すぎもと　　　　みつきよ

答 問問

答問答

答 問
不
毛
田
川
流
域
内
水
対
策
事
業
に

つ
い
て

旧
第
三
小
学
校
跡
地
利
活
用
事
業
に
つ
い
て

答

大西　孝幸
議員

おお にし         たか  ゆき
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す
な
丸
号
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の

検
討
委
員
会
の
設
置
を
こ
の
夏
頃
に
と
い

う
事
で
し
た
が
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

ま
た
、
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
も
お
聞
き

い
た
し
ま
す
。

  

検
討
委
員
会
に
つ
い
て
は
６
月
中
に

住
民
代
表
を
公
募
し
、
７
月
開
催
に
向
け

て
準
備
し
て
い
ま
す
。
意
見
交
換
会
で
は

い
ろ
ん
な
人
か
ら
意
見
を
伺
い
、
利
便
性

向
上
の
た
め
に
役
立
て
た
い
。 
（
管
財
課
）

  

公
募
は
ど
の
よ
う
な
形
で
さ
れ
ま
す

か
？
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
構
成
に

つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

  

自
治
会
、
老
人
会
、
利
用
者
、
よ
く

す
る
会
、
議
員
代
表
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
募
に
つ
い
て
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

S
N
S
、
す
な
丸
号
、
出
張
所
な
ど
に
応

募
用
紙
を
置
く
予
定
で
す
。 

（
管
財
課
）

  

検
討
委
員
会
・
意
見
交
換
会
の
役
割

に
つ
い
て

  

「
検
討
委
員
会
」
で
は
「
意
見
交
換
会
」

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
運
行
ル
ー
ト
や
運
行

時
間
、
停
留
所
の
場
所
や
数
な
ど
継
続
し

て
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
内
容
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
「
意
見
交
換
会
」
で
は
す
な
丸
号
の
利

用
者
や
利
用
し
に
く
い
住
民
な
ど
の
ご
意

見
を
広
く
伺
い
検
討
委
員
会
に
反
映
さ
せ

て
開
催
は
２
か
月
に
１
回
、
並
行
し
て
行

う
形
で
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。 
（
管
財
課
）

  

「
文
化
会
館
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で

の
提
言
で
は
継
続
か
廃
止
か
の
結
論
は
出

て
お
ら
ず
、
住
民
の
方
の
意
見
を
集
め
て

検
討
す
る
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
廃
止
で

は
な
く
継
続
と
言
う
こ
と
で
表
明
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
？

  

継
続
し
て
い
く
に
は
様
々
な
取
り
組

み
が
必
要
で
民
間
の
力
や
エ
デ
ン
の
方
と

一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
協
議

会
を
立
ち
上
げ
て
住
民
や
議
員
の
皆
さ
ん

と
議
論
し
進
め
て
行
き
た
い
。 

（
町
長
）

  

廃
止
は
し
な
い
と
受
け
止
め
て
よ
ろ

し
い
で
す
か
？

  

廃
止
と
言
う
の
は
一
番
最
後
の
結
論

で
、
協
議
会
等
で
存
続
の
た
め
の
議
論
を

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
町
長
）

  

加
齢
性
難
聴
は
日
常
生
活
を
不
便
に

し
生
活
の
質
を
落
と
す
だ
け
で
な
く
、
鬱

や
認
知
症
の
原
因
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
下
で
も
助
成
を
し
て
い
る
自

治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
早
急
に
実
施
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
お
考
え
で
す

か
？

  

令
和
６
年
を
め
ど
に
実
施
で
き
る
よ

う
予
算
化
し
て
い
き
ま
す
。 

（
町
長
）

答 問

問問

答 問答 問

杦本　貴司
議員

すぎもと            たかし

る
の
で
あ
れ
ば
、
町
と
し
ま
し
て
も
課
題

解
決
に
向
け
て
、
精
一
杯
努
力
し
、
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。   

（
政
策
調
整
課
）

  

介
護
や
子
育
て
等
の
不
安
を
抱
え
て
お

ら
れ
る
方
が
、
町
の
相
談
窓
口
が
縦
割
り

で
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
ず
、

相
談
を
た
め
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

  

現
在
の
複
雑
多
様
化
す
る
福
祉
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
相
談
窓
口
を
一
元
化

す
る
な
ど
、
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
機
構
改
革
を
含
め
て
検
討
し
ま

す
。 

 

 

        

（
町
長
）

  

学
校
に
お
け
る
５
類
感
染
症
移
行
後

の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

  

現
在
、
各
学
校
の
行
事
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
限
り
コ
ロ
ナ
前
に
戻
す
方
向
で
対

応
し
て
い
ま
す
。　
　
　

  

（
教
育
総
務
課
）

  

学
校
に
お
け
る
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
熱
中
症
等

で
体
調
を
崩
す
子
ど
も
た
ち
が
増
加
し
て

い
る
時
は
、
学
校
の
保
護
者
メ
ー
ル
で
情

報
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

  

今
後
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
緊
急
を
要
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
へ
の
メ
ー
ル
機
能
を
活
用
し
ま
す
。

（
教
育
総
務
課
）

  

河
合
町
、
近
隣
の
町
の
給
食
費
の
負

担
額
及
び
給
食
費
無
償
化
に
必
要
な
予
算

額
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

  

河
合
町
は
、
小
学
校
4
，6
0
0
円
・

中
学
校
4
，9
0
0
円
で
近
隣
の
町
と
比
較

す
る
と
、
充
実
し
た
学
校
給
食
を
提
供
し
て

い
る
た
め
、
負
担
額
は
多
少
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
町
の
給
食
費
の
無
償
化
に
必
要
な
予

算
額
と
し
て
は
、
年
間
約
5
，4
0
0
万
円

と
試
算
し
て
い
ま
す
。　　
（
教
育
総
務
課
）

  

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
現
状
を

お
聞
き
し
ま
す
。

  

町
の
財
源
確
保
も
含
め
て
、
給
食
費

の
無
償
化
に
向
け
て
、
段
階
的
に
取
り
組

み
ま
す
。  

　
　

（
教
育
総
務
課
）

  

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
の
点
検（
危
険

個
所
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
安
全
標
識
）、

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
ま
た
、

高
齢
者
が
買
い
物
の
途
中
に
休
憩
で
き
る

ベ
ン
チ
の
設
置
・
管
理
に
つ
い
て
な
ど
、

住
民
の
方
々
か
ら
行
政
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
声
を
お
聞

き
し
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

  

町
民
の
方
々
が
、
参
画
し
て
く
だ
さ

答 問答答 問問

答 答 問問答 問

す
な
丸
号
に
つ
い
て

文
化
会
館
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
に
よ
る
補
聴
器
購
入

の
助
成
に
つ
い
て

学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

住
民
の
声
の
町
政
へ
の
反
映
に
つ
い
て

答答問答

学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

馬場　千惠子
議員

ば     ば           ち     え    こ

事
を
見
直
す
と
な
れ
ば
事
業
そ
の
も
の
が

中
途
半
端
に
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

  

私
も
施
設
が
同
じ
場
所
に
あ
る
方
が

い
い
と
考
え
て
お
り
、
中
央
公
民
館
の
移

転
に
関
し
て
は
防
災
の
拠
点
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
必
要
と
な
る
既
存
施
設
の
解

体
費
や
第
二
期
工
事
の
整
備
費
を
考
慮
し

て
、
既
存
施
設
の
活
用
に
関
す
る
調
査
な

ど
を
実
施
し
た
上
で
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
町
長
）

  

第
一
期
工
事
が
進
め
ら
れ
約
一
ヶ
月

半
が
経
過
し
ま
す
が
、
工
事
の
進
捗
、
工

事
を
進
め
る
中
で
の
問
題
点
及
び
近
隣
住

民
の
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

  

工
事
の
進
捗
は
、
体
育
館
全
体
の
改

修
と
並
行
し
て
プ
ー
ル
の
解
体
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
次
に
問
題
点
と
し
て
、
社

会
情
勢
の
影
響
に
よ
る
資
材
調
達
の
問
題

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
は
問

題
な
く
進
捗
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣

住
民
の
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
す
が
、

工
事
説
明
会
で
ご
意
見
や
ご
要
望
を
受
け

た
上
で
工
事
を
進
め
て
い
る
こ
と
や
、
常

に
近
隣
住
民
の
方
々
に
配
慮
す
る
こ
と
を

心
が
け
る
な
ど
、
そ
の
よ
う
な
進
め
方
に

よ
り
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
）

  

現
在
第
一
期
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
町
長
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

  

町
立
体
育
館
へ
の
改
修
や
備
蓄
倉
庫

の
整
備
と
な
る
第
一
期
工
事
は
計
画
通

り
、
来
年
4
月
の
運
用
開
始
を
目
指
し
現

在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
次
に
、
今
年

度
に
発
注
予
定
で
あ
る
主
に
文
化
活
動
の

拠
点
整
備
と
な
る
第
二
期
工
事
は
、
そ
の

整
備
の
必
要
性
、
ま
た
利
用
さ
れ
る
方
々

の
思
い
や
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
真

摯
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、

財
政
の
健
全
化
に
お
い
て
更
な
る
効
果
を

生
み
出
せ
る
手
法
が
な
い
か
、
こ
こ
で
一

度
立
ち
止
ま
り
、
中
央
公
民
館
活
用
の
有

効
性
の
検
証
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
検
証
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

（
町
長
）

  
旧
第
三
小
学
校
跡
地
は
、
町
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
公
民
館
の
移
転
だ
け
で

は
な
く
、
町
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た

め
の
高
機
能
な
避
難
所
整
備
と
い
う
側
面

を
合
わ
せ
持
っ
て
い
ま
す
が
、
第
二
期
工

  

も
う
一
度
、
町
長
に
質
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
事
業
、
本
当
に
計
画

ど
お
り
進
む
か
お
答
え
願
え
ま
す
か
。

  

廣
瀬
神
社
を
は
じ
め
市
場
地
区
や
長

楽
地
区
に
て
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

　

不
毛
田
川
流
域
の
内
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
急
務
で
あ
り
確
実
に
実
施
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
及
び
奈
良
県
と
の
河
川
の

境
界
確
定
に
、
不
測
の
時
間
を
要
し
て
お

り
ま
す
が
、
事
業
の
早
期
完
了
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
町
長
）

  

令
和
５
年
３
月
の
初
旬
頃
に
、
地
権

者
の
方
か
ら
現
在
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し

た
の
で
、
私
は
新
年
度
（
５
年
度
）
に
な

れ
ば
徐
々
に
前
に
進
む
の
で
は
な
い
か

と
、
お
伝
え
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
計

画
ど
お
り
進
む
の
で
し
ょ
う
か
。

  

現
時
点
の
進
捗
状
況
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
相
続
登
記
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
土
地
４
筆
に
つ
い
て
、
法
定
相
続
人
が

判
明
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
和
川
及

び
不
毛
田
川
個
人
所
有
地
の
筆
界
の
確
定

作
業
は
、
６
月
中
に
完
了
す
る
見
込
み
で

ご
ざ
い
ま
す
。
面
積
が
確
定
し
た
事
業
用

地
か
ら
順
次
、
補
償
交
渉
を
行
う
予
定
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
関
し
ま
し
て
は
、
現
在
、

設
計
業
務
を
実
施
し
て
お
り
、
概
略
の
検

討
を
終
え
た
時
点
で
地
元
自
治
会
へ
説
明

と
意
向
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
後
、
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
施

設
の
詳
細
を
決
定
し
、
計
画
ど
お
り
令
和

６
年
度
か
ら
施
設
整
備
工
事
に
着
手
す
る

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

問

問

杦本　光清
議員

すぎもと　　　　みつきよ

答 問問

答問答

答 問
不
毛
田
川
流
域
内
水
対
策
事
業
に

つ
い
て

旧
第
三
小
学
校
跡
地
利
活
用
事
業
に
つ
い
て

答

大西　孝幸
議員

おお にし         たか  ゆき
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憲
法
を
守
る
、
河
合
町
非
核
宣
言
都
市
を

堅
持
す
る
、
公
約
の
学
校
給
食
無
償
化
・
18
歳

ま
で
の
医
療
費
窓
口
無
償
化
は
変
わ
り
な
い

か
、
国
政
選
挙
で
町
長
と
し
て
特
定
政
党
の
支

援
を
す
る
べ
き
で
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

  

特
別
職
公
務
員
と
し
て
憲
法
に
の
っ
と

り
、
非
核
三
原
則
重
視
を
含
め
平
和
へ
の
取

組
を
実
践
し
て
い
く
。
給
食
費
無
償
化
、
子

供
の
医
療
費
無
償
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
政
選
挙
の
後
援
に
町
長
と
し
て
参
画
す
る

こ
と
は
な
い
。 

（
町
長
）

　

  

財
政
健
全
化
の
目
標
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
事
業
見
直
し
の
進
め
方
を
説
明

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
町
有
地
売
却
を
休

止
す
る
の
で
あ
れ
ば
令
和
5
年
度
の
財
産
収

入
予
算
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

  

黒
字
収
支
を
基
本
に
、
新
規
施
策
を
取
組

め
る
状
態
を
考
え
て
い
る
。
第
三
小
学
校
跡
地

活
用
事
業
で
は
2
期
工
事
を
一
旦
休
止
し
、
今

後
実
施
予
定
の
中
央
公
民
館
耐
震
診
断
の
結
果

を
基
に
判
断
し
た
い
。

　

売
却
予
定
で
あ
っ
た
用
地
等
は
一
旦
休
止

し
再
検
討
し
て
い
る
が
、
予
算
化
し
た
旧
西

大
和
配
水
池
に
つ
い
て
、
売
却
し
な
い
と
決

定
し
た
場
合
は
、
財
産
収
入
予
算
を
減
額
す

る
こ
と
に
な
る
。
9
月
く
ら
い
ま
で
に
方
向

性
を
つ
か
み
た
い
。 

（
町
長
）

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
状
況
は
ど

う
か
、
ト
ラ
ブ
ル
続
出
で
国
の
拙
速
な
、

す
べ
て
の
健
康
保
険
証
廃
止
の
動
き
に
対

し
て
、
国
に
反
対
も
し
く
は
慎
重
に
と
、

意
見
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

〇
来
年
度
の
国
保
税
が
10
％
余
り
の
大
幅
増

税
は
変
わ
り
な
い
か
。

〇
子
ど
も
の
国
保
税
均
等
割
免
除
に
幾
ら
必
要

か
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
子
供
の
均

等
割
を
免
除
す
る
よ
う
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
  

普
及
率
は
現
在
約
73
％
。
尚
、
ト
ラ
ブ
ル

等
は
聞
い
て
い
な
い
。
R
6
の
国
保
税
率
等

県
統
一
の
方
針
は
変
わ
ら
な
い
。
統
一
は
県

下
全
市
町
村
の
合
意
で
あ
り
町
単
独
で
の
軽

減
等
は
で
き
な
い
が
、
18
歳
ま
で
の
均
等
割

を
免
除
す
る
場
合
約
6
6
7
万
円
必
要
。

（
住
民
福
祉
課
）

〇
35
人
学
級
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
支
援

学
級
の
生
徒
も
含
め
、
町
単
独
で
の
教
師

加
配
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
森
川
町
長
の

下
で
も
継
続
す
る
立
場
か
。

〇
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
情
報
伝
達
手
段
、

避
難
要
支
援
者
に
対
す
る
個
別
計
画
の
策

定
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

  

今
後
と
も
35
人
学
級
の
継
続
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
登
録
数
3
6
4
1
件
（
前
年

比
1
0
8
増
）。
避
難
所
特
設
電
話
を
長
楽
、

市
場
に
設
置
。
要
支
援
者
名
簿
整
備
と
平
時

か
ら
の
名
簿
提
供
の
た
め
同
意
訪
問
を
進
め

る
。 

（
町
長
・
安
心
安
全
推
進
課
）

答答

答

問問

問答 問

ら
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
そ

の
中
で
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。（
子
育
て
支
援
課
）

　

  

三
小
跡
地
の
利
活
用
と
し
て
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
不
登
校
児
の
居
場
所

づ
く
り
を
提
案
し
、
前
向
き
に
検
討
す
る

旨
の
回
答
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
新

町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　

  

不
登
校
児
の
希
望
を
尊
重
し
た
上
で

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

旧
第
三
小
学
校
跡
地
３
期
工
事
は
未
確
定

な
の
で
町
の
他
の
施
設
も
検
討
を
し
て
利

用
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。  

（
町
長
）

　

  

今
年
度
か
ら
３
年
間
か
け
て
休
日
の

部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
り
現
時
点
で
の
本
町
の
方
針
及
び
進
捗

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
今
一
度
、
一

中
、
二
中
全
体
の
部
活
動
を
整
理
し
直
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
競
技
や
文
化
的
活
動

に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

  

準
備
委
員
会
を
開
催
し
、
専
属
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
採
用
し
ま
し
た
。
地
域

連
携
、
地
域
移
行
に
取
り
組
み
、
生
徒
た

ち
の
休
日
の
部
活
動
の
選
択
肢
を
増
や
す

こ
と
を
目
指
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環

境
を
一
つ
で
も
多
く
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
、
学
校
で
の
平
日
活
動
も
考
え
て
一
中
、

二
中
合
同
チ
ー
ム
と
い
う
と
こ
ろ
で
部
員

数
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
教
育
総
務
課
）

　

  

令
和
５
年
４
月
よ
り
こ
ど
も
家
庭
庁

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
こ
ど
も
・

子
育
て
支
援
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考

え
、
方
針
を
お
持
ち
で
す
か
。

　

  

所
信
表
明
で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
よ
う
に
重
点
項
目
に
挙
げ
ま
し
た
組
織

改
革
と
し
て
課
題
を
抽
出
し
子
育
て
世
代

も
皆
さ
ま
が
利
用
し
や
す
い
利
便
性
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
か
つ
経
済

的
な
視
点
に
立
ち
、
新
た
な
組
織
体
制
を

構
築
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

（
町
長
）

　

  

昨
今
、
地
域
の
方
と
共
に
育
て
る〝
共

有
〞の
大
切
さ
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
に
子
育
て
を
お
手
伝
い
い
た
だ
く

子
育
て
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス（
例
え
ば
小
さ

な
子
供
が
い
た
り
、
急
に
熱
を
出
し
た
り

し
て
買
い
物
に
行
き
に
く
い
等
の
困
り
事

に
対
し
て
、
手
軽
に
支
援
を
頼
め
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
）を
導
入
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。
ふ
と
困
っ
た
と
き
に
気
軽
に
助
け

を
求
め
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

  

現
在
、伴
走
型
相
談
支
援
と
し
て
保
健

セ
ン
タ
ー
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
出
生
児
全
戸
訪
問
に
行
き
計
測
を
し
な
が

答答 問問

答 問答 問

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
に
伴
う
本
町
の

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

第
三
小
学
校
跡
地
へ
の

こ
ど
も
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

森
川
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

健
康
保
険
証
廃
止
と
国
保
問
題
に
つ
い
て

継
続
課
題
に
つ
い
て

子
育
て
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
つ
い
て

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

財
政
問
題
の
現
状
と
認
識
に
つ
い
て

梅野　美智代
議員

うめ   の            み    ち    よ

坂本　博道
議員

さか もと         ひろ みち河合町ごみ処理施策検討特別委員会の設置について
（1） 河合町ごみ処理施策検討特別委員会の設置が議員発

議で提出され、全員賛成で可決された。
（2）主な内容

河合町のごみ処理施策について調査、研究を行い、ごみ
処理施策の推進をはかり、住民福祉の向上をめざす。そ
のために、地方自治法第１０９条第１項並びに町議会委
員会条例第５条第１項の規定により設置する。

（3）設置期間
議決の日から、調査目的終了までとする。閉会中もなお
調査を行うことができる。

（4）委員定数　
　  １０人（議長、副議長を除く全議員）
　　委員長　　 常  盤　繁  範
　　副委員長　 杦  本　貴  司

インボイス制度の実施に反対し、速やかな中止を求
める意見書について
（1）「インボイス制度の実施に反対し、速やかな中止を求める

意見書」が議員発議で提出され、賛成少数で否決され
た。

（2）主な内容
2019 年 10 月の消費税率 10％への引き上げにあわ

せて、2023 年10月1日から消費税の仕入税額控除の
方式として「インボイス制度」（適格請求書保存方式）が
導入されることとなっています。
これまで、基準期間の課税売上高が 1,000万円以下

であれば消費税の納税は免除されていたが、インボイス
制度の登録業者になれば売上高にかかわらず納税義務
が発生する。登録業者対象となるのは農林水産業者、俳
優や劇団関係者、フリーランス、一人親方、個人タクシー
や軽輸送ドライバー、塾や音楽教師、プロアスリート、
シルバー人材センター会員など多岐に上る。一方、消費
税の仕入税額控除をうけるためには、登録事業者の発
行する適格請求書が必要となる。そのため、免税事業者
は取引を避けられかねず、登録してもしなくても、零細
事業者、個人事業主などには従前に比べて負担がかか
ることになる。
長引くコロナ禍と物価高騰が国民の暮らしと営業に

深刻な影響を与えている現在、これ以上の負担を課すこ
とは、コロナ禍からの経済再生を阻害することにもつな
がる。よって、国及び政府においては、中小企業や個人事
業主の事業存続と再生、引いては日本経済振興のため
に、制度の実施は速やかに中止されるべきである。
以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

令和５年６月２１日　　　　　　　　　　　　  河合町議会

健康保険証廃止の見直しを求める意見書について
（1）「健康保険証廃止の見直しを求める意見書」が議員発議

で提出され、賛成多数で可決された。
（2）主な内容

健康保険証廃止を含むマイナンバー法等改定法が成
立し、来年秋にはすべての健康保険組合の健康保険証
が廃止されようとしています。健康保険証の廃止は、国
民健康保険をはじめ、それぞれの保険者が全ての被保
険者に健康保険証を交付する義務を、被保険者からの
「申請主義」に転換するものです。
マイナンバーカードの普及率は、政府や自治体が努力

しながらも現在約 70％あまりです。当河合町でも約
70％で、まだ5千人あまりがカードを取得していません。
そして、マイナンバーカードをめぐっては、登録内容、預
金口座や健康保険証への紐づけなどでのミスが多く明
らかになり、国民の中でも不安をひろげています。特に、
健康保険証との紐づけでは全国で 7300 件余りのミス
が報告され、厚労省では全国の健康保険組合等の登録
データ点検を依頼している状況です。実際に、資格確認
のトラブルで10 割全額自己負担になったり、他人の個
人情報紐づけで、投薬・治療情報の取り違えなど、いの
ちに係わる事例も発生しています。
わが国の皆保険制度は、いのちと健康を守る世界に

誇る制度です。その橋渡しをするのが健康保険証です。
保険証一枚あれば、全国どこでも公的医療サービスを
受けることができます。マイナンバーカードの取得は現
在も義務ではありません。その中で、カードの取得をひ
ろげるために、皆保険制度を利用する形で健康保険証
を廃止し、マイナンバーカードに代えることは、結果的
に、保険料を払いながらも多くの無保険者をつくること
になりかねません。カードを取得していない被保険者に
は、1年更新の資格証を発行する予定となっていますが、
これも申請主義であり、申請困難な方も多く予想されま
す。また、高齢者施設などでは、医療機関受診のため、認
知症の方などの健康保険証を預かるケースも多くあり
ますが、マイナンバーカードの保管は責任上困難という
声もあがっています。
このような中で健康保険証を廃止すること、いのちと

健康を守る皆保険制度を大きく崩すことになりかねま
せん。また、マイナンバーカードを取得し利用する方に
とっても、登録情報の点検、システムの再構築など、信頼
を高める措置が必要です。
以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。
令和５年６月２１日　　　　　　　　　　　　  河合町議会
（意見書提出先）内閣総理大臣・厚生労働大臣

【発議（議員提出議案）とは】
議会の会議において、議員が「議案」を議長に
提出することをいいます。主な発議案として、
「条例」、「意見書」などがあります。

議員発議について
議員発議第５号 第2回（6月）定例会提出

議員発議第6号 第2回（6月）定例会提出

議員発議第7号 第2回（6月）定例会提出
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憲
法
を
守
る
、
河
合
町
非
核
宣
言
都
市
を

堅
持
す
る
、
公
約
の
学
校
給
食
無
償
化
・
18
歳

ま
で
の
医
療
費
窓
口
無
償
化
は
変
わ
り
な
い

か
、
国
政
選
挙
で
町
長
と
し
て
特
定
政
党
の
支

援
を
す
る
べ
き
で
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

  

特
別
職
公
務
員
と
し
て
憲
法
に
の
っ
と

り
、
非
核
三
原
則
重
視
を
含
め
平
和
へ
の
取

組
を
実
践
し
て
い
く
。
給
食
費
無
償
化
、
子

供
の
医
療
費
無
償
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
政
選
挙
の
後
援
に
町
長
と
し
て
参
画
す
る

こ
と
は
な
い
。 

（
町
長
）

　

  

財
政
健
全
化
の
目
標
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
事
業
見
直
し
の
進
め
方
を
説
明

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
町
有
地
売
却
を
休

止
す
る
の
で
あ
れ
ば
令
和
5
年
度
の
財
産
収

入
予
算
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

  

黒
字
収
支
を
基
本
に
、
新
規
施
策
を
取
組

め
る
状
態
を
考
え
て
い
る
。
第
三
小
学
校
跡
地

活
用
事
業
で
は
2
期
工
事
を
一
旦
休
止
し
、
今

後
実
施
予
定
の
中
央
公
民
館
耐
震
診
断
の
結
果

を
基
に
判
断
し
た
い
。

　

売
却
予
定
で
あ
っ
た
用
地
等
は
一
旦
休
止

し
再
検
討
し
て
い
る
が
、
予
算
化
し
た
旧
西

大
和
配
水
池
に
つ
い
て
、
売
却
し
な
い
と
決

定
し
た
場
合
は
、
財
産
収
入
予
算
を
減
額
す

る
こ
と
に
な
る
。
9
月
く
ら
い
ま
で
に
方
向

性
を
つ
か
み
た
い
。 

（
町
長
）

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
状
況
は
ど

う
か
、
ト
ラ
ブ
ル
続
出
で
国
の
拙
速
な
、

す
べ
て
の
健
康
保
険
証
廃
止
の
動
き
に
対

し
て
、
国
に
反
対
も
し
く
は
慎
重
に
と
、

意
見
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

〇
来
年
度
の
国
保
税
が
10
％
余
り
の
大
幅
増

税
は
変
わ
り
な
い
か
。

〇
子
ど
も
の
国
保
税
均
等
割
免
除
に
幾
ら
必
要

か
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
子
供
の
均

等
割
を
免
除
す
る
よ
う
求
め
る
が
ど
う
か
。

　

  

普
及
率
は
現
在
約
73
％
。
尚
、
ト
ラ
ブ
ル

等
は
聞
い
て
い
な
い
。
R
6
の
国
保
税
率
等

県
統
一
の
方
針
は
変
わ
ら
な
い
。
統
一
は
県

下
全
市
町
村
の
合
意
で
あ
り
町
単
独
で
の
軽

減
等
は
で
き
な
い
が
、
18
歳
ま
で
の
均
等
割

を
免
除
す
る
場
合
約
6
6
7
万
円
必
要
。

（
住
民
福
祉
課
）

〇
35
人
学
級
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
支
援

学
級
の
生
徒
も
含
め
、
町
単
独
で
の
教
師

加
配
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
森
川
町
長
の

下
で
も
継
続
す
る
立
場
か
。

〇
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
情
報
伝
達
手
段
、

避
難
要
支
援
者
に
対
す
る
個
別
計
画
の
策

定
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

  

今
後
と
も
35
人
学
級
の
継
続
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
登
録
数
3
6
4
1
件
（
前
年

比
1
0
8
増
）。
避
難
所
特
設
電
話
を
長
楽
、

市
場
に
設
置
。
要
支
援
者
名
簿
整
備
と
平
時

か
ら
の
名
簿
提
供
の
た
め
同
意
訪
問
を
進
め

る
。 

（
町
長
・
安
心
安
全
推
進
課
）

答答

答

問問

問答 問

ら
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
そ

の
中
で
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。（
子
育
て
支
援
課
）

　

  

三
小
跡
地
の
利
活
用
と
し
て
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
不
登
校
児
の
居
場
所

づ
く
り
を
提
案
し
、
前
向
き
に
検
討
す
る

旨
の
回
答
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
新

町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　

  

不
登
校
児
の
希
望
を
尊
重
し
た
上
で

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

旧
第
三
小
学
校
跡
地
３
期
工
事
は
未
確
定

な
の
で
町
の
他
の
施
設
も
検
討
を
し
て
利

用
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。  

（
町
長
）

　

  

今
年
度
か
ら
３
年
間
か
け
て
休
日
の

部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
り
現
時
点
で
の
本
町
の
方
針
及
び
進
捗

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
今
一
度
、
一

中
、
二
中
全
体
の
部
活
動
を
整
理
し
直
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
競
技
や
文
化
的
活
動

に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

  

準
備
委
員
会
を
開
催
し
、
専
属
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
採
用
し
ま
し
た
。
地
域

連
携
、
地
域
移
行
に
取
り
組
み
、
生
徒
た

ち
の
休
日
の
部
活
動
の
選
択
肢
を
増
や
す

こ
と
を
目
指
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環

境
を
一
つ
で
も
多
く
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
、
学
校
で
の
平
日
活
動
も
考
え
て
一
中
、

二
中
合
同
チ
ー
ム
と
い
う
と
こ
ろ
で
部
員

数
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
教
育
総
務
課
）

　

  

令
和
５
年
４
月
よ
り
こ
ど
も
家
庭
庁

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
こ
ど
も
・

子
育
て
支
援
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考

え
、
方
針
を
お
持
ち
で
す
か
。

　

  

所
信
表
明
で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
よ
う
に
重
点
項
目
に
挙
げ
ま
し
た
組
織

改
革
と
し
て
課
題
を
抽
出
し
子
育
て
世
代

も
皆
さ
ま
が
利
用
し
や
す
い
利
便
性
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
か
つ
経
済

的
な
視
点
に
立
ち
、
新
た
な
組
織
体
制
を

構
築
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

（
町
長
）

　

  

昨
今
、
地
域
の
方
と
共
に
育
て
る〝
共

有
〞の
大
切
さ
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
に
子
育
て
を
お
手
伝
い
い
た
だ
く

子
育
て
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス（
例
え
ば
小
さ

な
子
供
が
い
た
り
、
急
に
熱
を
出
し
た
り

し
て
買
い
物
に
行
き
に
く
い
等
の
困
り
事

に
対
し
て
、
手
軽
に
支
援
を
頼
め
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
）を
導
入
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。
ふ
と
困
っ
た
と
き
に
気
軽
に
助
け

を
求
め
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

  

現
在
、伴
走
型
相
談
支
援
と
し
て
保
健

セ
ン
タ
ー
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
出
生
児
全
戸
訪
問
に
行
き
計
測
を
し
な
が

答答 問問

答 問答 問

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
に
伴
う
本
町
の

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

第
三
小
学
校
跡
地
へ
の

こ
ど
も
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

森
川
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

健
康
保
険
証
廃
止
と
国
保
問
題
に
つ
い
て

継
続
課
題
に
つ
い
て

子
育
て
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
つ
い
て

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

財
政
問
題
の
現
状
と
認
識
に
つ
い
て

梅野　美智代
議員

うめ   の            み    ち    よ

坂本　博道
議員

さか もと         ひろ みち河合町ごみ処理施策検討特別委員会の設置について
（1） 河合町ごみ処理施策検討特別委員会の設置が議員発

議で提出され、全員賛成で可決された。
（2）主な内容

河合町のごみ処理施策について調査、研究を行い、ごみ
処理施策の推進をはかり、住民福祉の向上をめざす。そ
のために、地方自治法第１０９条第１項並びに町議会委
員会条例第５条第１項の規定により設置する。

（3）設置期間
議決の日から、調査目的終了までとする。閉会中もなお
調査を行うことができる。

（4）委員定数　
　  １０人（議長、副議長を除く全議員）
　　委員長　常盤　繁範　　　副委員長　杦本　貴司

インボイス制度の実施に反対し、速やかな中止を求
める意見書について
（1）「インボイス制度の実施に反対し、速やかな中止を求める

意見書」が議員発議で提出され、賛成少数で否決され
た。

（2）主な内容
2019 年 10 月の消費税率 10％への引き上げにあわ

せて、2023 年10月1日から消費税の仕入税額控除の
方式として「インボイス制度」（適格請求書保存方式）が
導入されることとなっています。
これまで、基準期間の課税売上高が 1,000万円以下

であれば消費税の納税は免除されていたが、インボイス
制度の登録業者になれば売上高にかかわらず納税義務
が発生する。登録業者対象となるのは農林水産業者、俳
優や劇団関係者、フリーランス、一人親方、個人タクシー
や軽輸送ドライバー、塾や音楽教師、プロアスリート、
シルバー人材センター会員など多岐に上る。一方、消費
税の仕入税額控除をうけるためには、登録事業者の発
行する適格請求書が必要となる。そのため、免税事業者
は取引を避けられかねず、登録してもしなくても、零細
事業者、個人事業主などには従前に比べて負担がかか
ることになる。
長引くコロナ禍と物価高騰が国民の暮らしと営業に

深刻な影響を与えている現在、これ以上の負担を課すこ
とは、コロナ禍からの経済再生を阻害することにもつな
がる。よって、国及び政府においては、中小企業や個人事
業主の事業存続と再生、引いては日本経済振興のため
に、制度の実施は速やかに中止されるべきである。
以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提

出する。
令和５年６月２１日　　　　　　　　　　     河合町議会

健康保険証廃止の見直しを求める意見書について
（1）「健康保険証廃止の見直しを求める意見書」が議員発議

で提出され、賛成多数で可決された。
（2）主な内容

健康保険証廃止を含むマイナンバー法等改定法が成
立し、来年秋にはすべての健康保険組合の健康保険証
が廃止されようとしています。健康保険証の廃止は、国
民健康保険をはじめ、それぞれの保険者が全ての被保
険者に健康保険証を交付する義務を、被保険者からの
「申請主義」に転換するものです。
マイナンバーカードの普及率は、政府や自治体が努力

しながらも現在約 70％あまりです。当河合町でも約
70％で、まだ5千人あまりがカードを取得していません。
そして、マイナンバーカードをめぐっては、登録内容、預
金口座や健康保険証への紐づけなどでのミスが多く明
らかになり、国民の中でも不安をひろげています。特に、
健康保険証との紐づけでは全国で 7300 件余りのミス
が報告され、厚労省では全国の健康保険組合等の登録
データ点検を依頼している状況です。実際に、資格確認
のトラブルで10 割全額自己負担になったり、他人の個
人情報紐づけで、投薬・治療情報の取り違えなど、いの
ちに係わる事例も発生しています。
わが国の皆保険制度は、いのちと健康を守る世界に

誇る制度です。その橋渡しをするのが健康保険証です。
保険証一枚あれば、全国どこでも公的医療サービスを
受けることができます。マイナンバーカードの取得は現
在も義務ではありません。その中で、カードの取得をひ
ろげるために、皆保険制度を利用する形で健康保険証
を廃止し、マイナンバーカードに代えることは、結果的
に、保険料を払いながらも多くの無保険者をつくること
になりかねません。カードを取得していない被保険者に
は、1年更新の資格証を発行する予定となっていますが、
これも申請主義であり、申請困難な方も多く予想されま
す。また、高齢者施設などでは、医療機関受診のため、認
知症の方などの健康保険証を預かるケースも多くあり
ますが、マイナンバーカードの保管は責任上困難という
声もあがっています。
このような中で健康保険証を廃止すること、いのちと

健康を守る皆保険制度を大きく崩すことになりかねま
せん。また、マイナンバーカードを取得し利用する方に
とっても、登録情報の点検、システムの再構築など、信頼
を高める措置が必要です。
以上の理由で、来年秋からの健康保険証廃止につい

ては見直しをするべきであると要望します。
以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提

出する。
令和５年６月２１日　　　　　　　　　　　  河合町議会
（意見書提出先）内閣総理大臣・厚生労働大臣

【発議（議員提出議案）とは】
議会の会議において、議員が「議案」を議長に
提出することをいいます。主な発議案として、
「条例」、「意見書」などがあります。

議員発議第５号 第2回（6月）定例会提出

議員発議第6号 第2回（6月）定例会提出

議員発議第7号 第2回（6月）定例会提出
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 河合町議会令和５年第３回（５月）臨時会
5月12日㈮　臨時会　　　　　　

 河合町議会令和５年第２回（６月）定例会
6月01日㈭　議会運営委員会 
6月  9日㈮　議会運営委員会
　　　　　　本会議(初日)
6月13日㈫　一般質問
6月14日㈬　一般質問
6月15日㈭　総務文教常任委員会
　　　　　　厚生建設常任委員会
6月21日㈬　議会運営委員会
　　　　　　最終日

 河合町議会令和５年第４回（６月）臨時会
6月23日㈮　議会運営委員会
6月26日㈪　臨時会

10時00分

13時00分
9時30分
10時00分
9時30分
9時30分
10時00分
13時30分
9時30分
10時00分

13時00分
10時00分

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

In
fo
rm
a
tio
n

議会の動き

　改選後、定数が１３名から１２名になりました。こちらのメンバーで議会活動を報告いたします。様々
なご意見をお聞かせ頂ければと思いますので、よろしくお願いいたします。

問い合わせ 河合町議会事務局 電　話：0745-57-0200（内線 311）　FAX：0745-57-1711　
メール：gikai@kawai.nara.jp

条例の制定や改廃、予算の決定、決算の認定、一定額以上の契約の締結、町の重要
な財産の取得または処分等の決定をします。

町の事務に関する調査を行うことができ、必要があれば関係人の出頭・証言、記録
の提出を求めることもできる。「100条調査権」と呼ばれるもの。

書類などを検閲したり執行機関から報告を受けたりして、議決された事柄の執行状
況などを検査する。

監査委員に監査を求め、報告を請求することができる。

町の公益に関する事柄について、国会や関係行政庁に意見書を提出することができる。

副町長、監査委員、教育委員会委員などの選任・任命に同意を与える。

議会の独立性と自主性を確保するために、議会内部の事柄については、自ら決める
ことができる。

町議会の議長・副議長・選挙管理委員などの選挙をする。

議会の権限
　町内在住の皆様のご意見やご要望を行政に伝える一つの方法として、請願書・陳情書を議会に提出す
ることができます。

議会に提出する請願は、河合町議会議員の紹介が必要です。
請願の趣旨・提出年月日・請願者の住所および氏名（法人など団体の場合は、その名称と代表者の氏名）
を記載し押印するとともに、表紙に紹介議員の署名または記名押印を受けてください。
また、内容によっては図面などの資料を添付してください。

住民の権利

請  願

陳情書またはこれに類するもので議長が必要であると認めるものは、請願書の例により処理します。
（議員の紹介は必要ありません）

陳  情（要  望）

かがやきの森こども園と
　　　　 送迎バスの視察
かがやきの森こども園と
　　　　 送迎バスの視察

議案第２９号「令和５年度河合町一般会計補正予
算」について
〇主な審議内容
　コミュニティ助成事業を使用するにあたり、各
大字自治会等への周知や手続き方法について質疑
があり、８月の総代自治会長会で案内し９月には
助成申請募集案内文を通知、その後大字自治会よ
り申請があった場合は大字自治会と話し合ったの
ち、自治総合センターへ町から申請を行っている。
但し、申請して必ず採択されるとは限らないとの
答弁がありました。
　また、地域振興券の詳細について質疑があり、
1 人あたり２千円の地域振興券を配布するにあた
り、５００円券の４枚つづりを世帯ごとに配布する
との答弁がありました。
〇結果　全員賛成で可決

議案第３１号「河合町まちづくり自治基本条例推
進委員会設置条例の制定」について
〇主な審議内容
推進委員の公募等までのスケジュールについ
て質疑があり、可決後、７月広報へ公募案内を
掲載し、８月までには１回目の推進委員会を開
催していきたいとの答弁がありました。また、
推進委員１５名の内訳について質疑があり、識
見を有する者は２名、町議会議員は２名、関係
団体が推薦する者６名、公募による町民とその
他町長が適当と認める者で５名の予定との答弁
がありました。
〇結果　全員賛成で可決

　6月9日の本会議において当委員会に付託されました議案第 30 号について6月15日に委員会を開会
いたしましたので、結果を報告いたします。議案第 30 号「令和 5 年度 河合町下水道事業特別会計補
正予算について」は理事者より説明を受け、歳入歳出それぞれ一括で審議を行いました。
〇結果　全員賛成で可決

総務文教常任委員会結果報告

厚生建設常任委員会結果報告

編
集
後
記

　こども園へ送迎バス安全装置設置の視察及び園の見学に
今回は７名の議員で行ってまいりました。
　こども園ではバスの駐車場が園から見える場所にあり、
安全装置が設置される前から二重にも三重にも確認体制が
なされていましたが安全装置を設置する事により更に安心
して預けて頂けるようになりました。
　エンジン停止後、確認のアナウンスが流れ、確認を怠れ
ば５分経過後にはクラクションが鳴ります。
　園の見学では、園庭の屋根のあるプールで子供達が楽し
そうに先生と触れ合ってい
る姿が印象的でした。
　園の環境も良く、防犯カ
メラも設置され、バスの設
備も整っている中、先生方
に見守られ安心して過ごし
て頂けると思いました。
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正予算について」は理事者より説明を受け、歳入歳出それぞれ一括で審議を行いました。
〇結果　全員賛成で可決

総務文教常任委員会結果報告

厚生建設常任委員会結果報告

編
集
後
記

　こども園へ送迎バス安全装置設置の視察及び園の見学に
今回は７名の議員で行ってまいりました。
　こども園ではバスの駐車場が園から見える場所にあり、
安全装置が設置される前から二重にも三重にも確認体制が
なされていましたが安全装置を設置する事により更に安心
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※議長は採決に加わりません。

発行 ： 奈良県北葛城郡河合町議会　　編集・文書責任者 ： 河合町議会議長および議会運営委員会
〒６３６-８５０１ 奈良県北葛城郡河合町池部１丁目１番１号　　電話 ： 0745（57）0200　　ＦＡＸ ： 0745（57）1711
河合町議会公式ホームページURL ： https://www.town.kawai.nara.jp/10/

2023（令和5）年
8月1日発行

改選後の新体制

一般質問

議員発議について

総務文教常任委員会結果報告

厚生建設常任委員会結果報告

議会の権限

・・・・・・・・・・・・・・・・2

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3～8

・・・・・・・・・・・・・・・9

・・10

・・10

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

議会の動き

かがやきの森こども園と
送迎バスの視察

住民の権利

編集後記

議決結果賛否一覧

・・・・・・・・・・・・・・11

・・・11

・・・・・・・・・・・・・・11

・・・・・・・・・・・・・・・・・11

・・・・・・・12

●河合町を中心に撮影された写真

●自作の未発表作品

●デジタルデータに限ります。

●複数点の応募も可能です。

●タテ・ヨコどちらも可能です。

●詳しくは議会事務局へ
　ご連絡ください。

議会だよりの表紙に
掲載する写真を
募集中 !!
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